
沖縄本島における家屋景観の地域的特徴

玉 城 恵 子

沖縄家屋に関する従来の研究例はその家屋構造の特徴性にもかかわらず少なho民俗学 ･建築学 ･

建築史学方面からの研究が比較的進められておD,地理学的研究においてはそれ らの基礎資料として

の価値を重視 しなくてはならない｡

戦前の研究では田辺泰の ｢琉球建築 ｣(1927),戦後の研究では野村孝文の ｢南西諸島の民家 ｣

(1961)がある｡また地理学から杉本尚次は｢日本民家の研究 - その地理学的考察 ｣(1969)

で日本全国,沖縄迄を調査 し,家屋を各構成要素に分解 し,分布図の把握か らついで統合し民家を

指標 とした地域区分を試みている｡鶴藤鹿忠は｢琉球地方の民家 ｣(1972)で沖縄ほぼ全域にわ

たる大量の民俗的採集を行っている｡

国土基本図 (2,500分の1,5,000分の1 )が沖縄群島に限られていること, 統計 資料 類が得や
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すいこと,さらに交通の便宜上から調査地域を沖縄本島に限定した0本島内の都市 ･農村地域から

集落を偏在 Lをいように選出し,集落相互の比較及び都市 ･農村の比較を行在った｡

都市地域の集落として代表都市那覇市の古 く歴史ある赤田町及び新興住宅地の鏡原町,さらに米

軍基地の直接的影響下にあるコザ市の上地を調査 した｡農村地域の集落として国頭村安田,大宜味

村書如嘉,今帰仁村今帰仁親泊,糸満市真壁を調査 した｡

調査方法は 2,500分の1,5,000分の1 国土基本図上に示されている家屋の位置をそのまま採用 し,

その他調査時点で新たに加えるべき家屋は含め,消滅 した家屋は除外 し,全戸を対象として観察,聞

き込みを行った｡但し,′ト 中･高校 ･大学の建物 とその付属建物は除外するO

調査事項は個々の家屋について屋根材料 ･屋根型 ･屋根色 ･外壁材料 ･外壁色 ･階数の 6項目,

調査集落は 6市村 7カ所,調査家屋数は 2,856戸である｡

各調査地域の概観を述べる｡

那覇市は沖縄県の大中心地として急速に発展し, 1970年現在沖縄総人口の約3割,27.6万

人が集中している｡戦前から商工業中心の都市としての性格を示してお9, 1970年の第3次産業

従事者は市人口の 76帝を占め,特に卸 ･′｣､売業が 31.2多,サー ビス業が 25.6留で多数である｡

一方農業従事者は僅か 1.9帝,耕地面積 も市総面積の9.8啓にすぎない｡ しかも経営規模は零細で,

1戸当たり耕地面積 30a以下に総農家の76.7多が集中し,兼業農家が 77多にも達している｡

鏡原町は海面埋立により成立し, 1960年から1970年にかけて人口8_3人から1,185人

に増大した新興住宅地である｡道路形態 も整然とし,家屋規模も大で,アパ- ト類も多く外国人の

居住 もみられる｡耕地は皆無で純粋の住宅地である｡

赤田町は旧首里市の東部,首里城下に位置 し,人口は 1970年 1,577人で減少傾向である｡

首里王府時代よb隣接の鳥堀町 ･崎山町 とともに伝統的を泡盛醸造業の中心地として, 3町で沖縄

全生産高の約8割を占めた時代もあったが,戦後衰退 し現在赤田町には生産戸数は全 くをい｡現在

の赤田町は第2次 ･第3次産業従事者の居住地域である｡

コザ市上地は米軍嘉手納航空基地のゲー ト-通 じるいわゆる｢ゲー ト通b｣から南西に広がる集

落である｡ ゲー ト通Dは白人専用の商店街で,飲食店,･洋服店 ･貴金属店が並び背後に一般民家 ･

アパー ト･地元民相手の商店が控えている｡ コザ市は面積の66.8多が軍用地で文字通b基地の町

である｡戦前のコザ市は農業従事者が9割以上を占める地方の-寒村にすぎず,人口も8,000人

台で停滞気味であったが,戦後米軍基地の設置によb性格は一変 し, 1970年には人口58,658

人に増大した｡その うち農業従事者は僅か 2･9帝,一方第2次･第3次産業の増加は顕著で,特に

卸 ･′j＼売業,サービス業が各々35.6多, 34.3肇を占め,直接 ･間接に基地と密着した産業を主
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とし,コザ市の性格を示 している｡

高山の少をい沖縄本島で本部半島以北は一般に山がちである｡本島最高度の与那覇岳4987TLを

はじめ, 4497nの伊湯岳, 4207nの西銘岳等 300- 400mの山が北東か ら南西方向-連夜

っている｡ このため集落は狭い沿岸低地に限定されている｡東西両海岸共に北端迄道路が延び車軸

通行可能であるが,西海岸が戦前から交通上の発達が早 く,現在北端近 く迄のアスフて ル ト舗装が

完成 し,かつ北部-の都市名護か ら国頭村辺土名迄は 20分に 1本の定期バスが運行 し便利である

のに比較 して,東海岸は戦前,船のみが中南部とを結ぶ交通交易機関であD,現在も道路は不完全

で定期バスの運行はを く不便である｡東西海岸を結ぶ道路網は僅か2本 (大宣味村塩屋 一 束村字

出那覇,国頭村与郡 - 安波 )で西海孝に比 して全般的に東海岸の発達は阻害されている｡

東海岸の国頭村安田は 1956年横断道路の完成によ･り西海岸と直接的に結ばれたが,現在共同

売店が自主的に運営 しているマ イク ロバスのみが足で あるO人口は 1970年 338人で,

1960年 574人の 52_3帝に落ちている｡特に若年層の流出は激 しく人口が老令化している0

西海岸の大宣味村喜如嘉は名護と1時間で結ばれている｡人口は 1960年861人から1970

年 597人に減少している｡人口減少は北部全般的傾向で,中南部のコザ ･那覇や本土への流出を

意味している｡安田･喜如嘉とも基幹産業は農業だが,林業 ･漁業 ･家畜飼育 ･労務等の兼業を行

なっている｡安田が殆ど甘庶 (さとうきび )のみに依存 しているのに対 し,喜如嘉は茶 ･蘭草 ･柑橘

等栽培で多角的である｡

本島西海岸の北 3分の 1付近で東 支 那海に突 き出た本部半島は沿岸に海岸段丘が発達し,内陸

に4007TL前後の山が並んでいる.今帰仁村今帰仁 ･親泊は名護からパスで1時間の地に位置 して

いる｡人口は親泊で1962年 1,138人か ら1972年 638人に減少 し,今帰仁も500∧台か

ら減少傾向にある｡村の主要産業は甘庶 ･パインアップル ･葉タバコ等農業であるが,今帰仁 ･親

泊を主とし,労務等による現金収入源の位置 も大である｡パイ/は本部半島が沖縄における栽培発

祥地であり,現在 も北部一帯山岳緩斜面に栽培されている｡

糸満市は本島南端に位置 し,今次大戦最後の激戦地である｡真壁は 1961年以前は合併以前の

三和村に属 し,純農村としての性格を示 していたO人口は漸増で 1971年は 1960年 1,429

人の約1割増 1,569人であるC 1964年当時,旧三和村の専業農家率は 50.5帝であったが,

1970年は 15.7多にす ぎず,最近 s-6年の農業離脱傾向が著 しい｡真壁では1971年総戸

数 285戸の83.5帝が農家であD,かなb農村色を残す部落であるが,兼業農家率が高くをって

いるとい う｡経営規模は市平均 57aを凌 ぎ71aで, 100a以上に総農家の約29帝が集まっ

ている｡ 甘庶栽培は本島本部が中心で,糸満市は市町別にみて本島最大の収穫高をあげている.
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次に調査結果を述べる｡

I. 屋根材料としては在来瓦,セメント瓦,鉄筋コ/クリー ト. トメン,草が用いられている｡

2. 在来瓦は自然漆喰で塗 少固めて堅固にしてあ9,本茸の重量感があふれる形式であるっ都市新興

住宅地での占有率は低 く,那覇市鏡原町では僅か7多強である｡古い住宅地の赤田町でも13帝

程度で,基地の町 コザ市上地では 1,4帝のみである｡農村は地域差があり,北部東海岸の国頭村

安田･本部半島今帰仁 ･親泊で3- 5帝を示す一方,大宣味村喜如嘉,糸満市真壁で25-30

帝を占めている｡

3. セメン ト瓦は原料供給地としての利点と,在来瓦に比して安価かつ堅固夜ことか ら近年増加し

てお9,特徴的を景観を生み出している｡本部半島沿芹,北部西海岸北端迄殆どの集落がセメン

ト瓦卓越で,大宣味村喜如嘉は過半数を占め,特に今帰仁 ･親泊は8割以上で顕著である.北部●

東海岸も現在普及過程にある｡都市の鐘原町 ･赤田町とも2割程度,上地では主として一般個人

家屋に用い られ 5割近い｡

4, 鉄筋コンクリ- トの普及は都市新興住宅地や基地周辺の主として商店に限定されているが,顔

原町 ･上地では各々6割近 く,4割以上に達し,優占的景観に在りつつある｡農村には全般的に

少なく, 1割以下であるが,那覇-の通勤圏内にある真壁には約26多も入D,都市の影響を感

じさせる｡

5. トタンは赤田町で最も優占的で約46帝,安田･真壁で 3割前後である｡その他鏡原町 ･上地

書如嘉 ･今帰仁 ･親泊では少をレも
6. 草は最高が北部安田の約 2割,他はいずれ も1割以下で消滅過程にある｡

7. 外壁材料は木材 ･鉄筋コンクリー トブロック･コンクリー トブロック, トメン,栗石が用いら

れている｡

8. 新興住宅地,基地周辺は耐久性ある鉄筋コンクリー トブロック,コンク リー トブロックが多く

轟原町'上地で合計 76藤,53多である｡古 くからの住宅地の赤田町,都市化の影響の少ない

農村には木材が多いが,北部の名護に近い今帰仁 ･親泊,那覇に近い真壁にはコンクリ- トブロ

ックが多く入っている｡

9. 屋根型は寄棟型 ･切妻型 ･スラブを主としている｡

10. スラブは屋根材料の鉄筋コンク リー ト,外壁材料の鉄筋コンク リー トブロックと一体と夜9,

同一の数字を示10

ll. 従って鏡原町 ･上地以外は少をく,農村も含めて殆ど正方形に近い寄棟型が多い｡

12. 寄棟型は間取Dとも関係があると思われるが,また変則的風向の台風に強固で有効性を持つb

I
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新築のセメン ト瓦葺家屋も依然としてこの型を採用してお9,根強い傾向である｡

13. 切妻型は トタン屋根 と結着 し, トタンの多V､赤田町 ･安田･真壁で3-5割を占めているO し

かし瓦屋根の切妻型は家畜舎,納屋等付属舎以外は稀である｡

14. 屋根色は在来瓦の赤,セメント瓦の灰白色以外は, トタン屋根に多くがグレー ･茶を配してお

9本土新興地の多彩さばをい｡

15. 外壁色は都市において多彩である｡鉄筋コンク1)- トブロック･コンクリー トブロックのモル

タル上塗りの色彩は明かるく華やかで,木造にも緑 ･青等を配している｡ しかし農村は地味で,

色もグレーが多い｡

16. 階数は都市で多層化傾向であるのに対し,農村では 1階が殆どである｡ しかし都市の多層化も

鉄筋コンクリー トブロック造の家屋にみられ.,瓦葺 ･トタン茸家屋では皆無 ともいえるほど2階

以上は入ってい夜い｡

最近 10年間の家屋構造の変化として,木造建築物の減少と鉄筋コンクリー トブロック等非木造

建築物の急増が特徴的である｡ 1955年建築確認件数 3,137のうち,木造が9割を占めていた

が,1971年には10,207件中約 4別て減少し,大半が非木造建築物で占めるようになった｡近

年古い革茸家屋は都市では殆どみられなくなD,農村でも減少 している｡特に交通不便地を除いて

は近い将来の消渡は確実と思われる｡また伝統的を在来瓦も,生産されず,代わって耐久性のある

セメン ト瓦や鉄筋コンクリー ト屋根,鉄筋コンク リー ト･コンクリー トブロック造建築物が増加す

るものと思われる｡以上の背景には産業構造の変化,即ち第1次産業から第2次･第3次産業-の

重心移行が大きく影響している｡ 1930年に第1次産業従事者は全沖縄で75帝を占めていたが,

1970年には21.5帝に減少し,第 2次,第3次産業が 1965年の各々13.4帝増,20.9帝

増である｡ これは必然的に国民所得の増大をもたらし, 1970年の国民所得は 1960年の4倍

強と在った.その一方消費者物価も上昇し,建築工事費も1965年から1970年にかけてほほ

2倍に増大している｡ これも住宅建設促進の一因と在っているといえよう｡木材の自給率は 18帝

(1967年 )で大半が本土からの移入に依存 している反面,セメント類は豊富を原料を基盤に加

工工場の設置により今後 とも伸張が期待できる｡さらに自然的影響として木材の腐朽,白蟻等の被

害,台風害に対 して非木造建築物は有利で,かつ近年の防暑 ･防温諸設備にも有効度が大である｡

コンクリー トブロック類建築は島内のセメント工業発達の 1政策としても奨励されている.

最近 10年間で国民所得が上昇 し,経済的に住宅建設が比較的容易に在ってきた｡ しかも不足す

る木材 よbコンク リー ト類の入手が手軽に夜9,永年の厳 しい自然的諸条件に対処する素地が有利

を非木造建築物増加をもたらしたものであろう｡
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付 表

屋 根 材 料

セメント瓦 在 来 瓦 鉄筋 コンク リー ト ト タ ン 革 そ の 他

赤 田 町(404戸) 戸 82 53 78 185 6

% 20.3 1.3.1 19.3 45.8 1.5

鏡 原 町(283戸) 戸 59 l 21 163 39 0 テント 1

% 20.8 7.4 57.6 13.8 0 0.4

上 地(514戸 ) 戸 247 7 225 35 0

% 48.1 1.4 43.8 6.8 0

安 田(170戸 ) 戸 64 9 10 54 33

# 37.6 5.3 5.9 31.8 19.5

喜 如 嘉(332戸 ) 戸 189 107 6 25 5

i 56.9 32,2 1:8 7.2 1.5

今帰仁 .親泊(463戸 ) 戸 383 17 24 33 6

% 82.7 3.7 5.2 7.1 1.3

真 壁(690戸) 戸 74 176 177 203 60

屋 根 塾

寄 横 型 切 妻 型 ス ラ.ブ 片 流 れ 平 担 かTiぽこ塾

赤 田 町 戸 130 189 78 5 2

% 32.2 46.8 1､9.3 1.2 0.5

鏡 原 町 戸 76 40 163 2 1

車 26.9- 14.1 5.7.6 0.7 0.4

上 地 戸 232 56 225 1

帝 45.1 10.9 43_8 0.2

安 田 戸 97 63 10

% 57.1 37.1 5.9

喜 如 嘉 戸 239 85 6 2

% 72,0 25.6 1.8 0.6

今帰仁 .親 泊 戸 315 123 24 1

i 68.0 26.6 5.2 0.2

寅 壁 戸 280 222 177 10 1

i 40.6 32.2 25.7 _.1.5 0.1
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外 壁 材 料

木 材 鉄筋 コンク 1)- トプロ.)ク コンクリートブロック ト タ ン 石 材 そ の 他

赤 田 町 戸 238 78 84 4

% 58.9 19.3 20.8 1.0

鏡 原 町 戸 61 163 ー 56 2 (無)一1

% 21.6 57.6 i 19.8 0.7 11】 0.4

上 地 戸 185 225 96 7F l

% 35.8 43.8 ‡ 18.9】 1.3 0.2

安 田 戸 149 1(‖ 11

J; 87.6 I5.9 i 6,5 i iFl

喜 如 嘉 戸 316 6 】~ 12 I1 l1I
% 95.2 1.8 3_6

今帰仁 .親 泊 戸 190 24 250

% 41.0 5.2 54.0

寅 壁 戸 2'07 177 277 3 26

'% 30.0 25.7 40.2. 0.4 3.8

階 数

1 2 3 4階以上

赤 田 町 戸 368 35 1

i 91.1 8.7 0.2

鏡 原 町 戸 197 69 16 (4階)1

% 68.3 24.4 5.7 0.4

上 地 戸 386 116 ll 圧6階)1

% 75.1 22.6 2.1 0.2

安 田 戸 170 11l% 100.0

喜 如 裏 戸 330 2

% 99.4 0.6

今帰仁 .親泊 戸 459 4 ∃!】% 99.1 0.9

真 壁 戸 686 4 i
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